
ご
利
用
く
だ
さ
い

高
齢
者
・
障
害
者
へ
の
各
種
助
成
制
度

在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
方

　
次
の
２
制
度
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

介
護
者
・
要
介
護
高
齢
者
と
も
に
、
市
内

に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業

▼�

課
税
世
帯
＝
１
０
０
０
円
券
×
36
枚（
３

万
６
０
０
０
円
分
）

▼�

非
課
税
世
帯
＝
１
０
０
０
円
×
75
枚（
７

万
５
０
０
０
円
分
）を
交
付

【
対
象
】＝｢

寝
た
き
り｣

ま
た
は｢

重
度
認
知

症｣

の
状
態
が
３
カ
月
以
上
続
い
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
の

要
件
に
該
当
す
る
65
歳
以
上
の
要
介
護
高

齢
者
を
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方

①�

要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受

け
て
い
る
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
を
持
つ
方

③
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２
を
持
つ
方

ね
た
き
り
老
人
介
護
手
当

▼�

１
回
の
申
請
で
６
万
円
を
支
給（
申
請
は

年
２
回
、
８
月
と
２
月
）

【
対
象
】＝
次
の
①
②
の
要
件
を
満
た
す
方

①�

65
歳
以
上
の
要
介
護
４
・
５
の
高
齢
者

を
、
在
宅
で
起
居
を
共
に
し
な
が
ら
、

基
準
日（
８
月
１
日
と
２
月
１
日
）か
ら

過
去
６
カ
月
間
に
、
３
カ
月
以
上
継
続

し
て
介
護
し
て
い
る
介
護
者

②�

要
介
護
高
齢
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯

員
全
員
が
市
民
税
所
得
割
が
非
課
税

　�

　
ど
ち
ら
の
制
度
も
、
特
別
障
害
者
手

当
お
よ
び
福
祉
手
当
の
受
給
者
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

元
気
高
齢
者
な
ど

介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業

▼�
前
年
度
中
に
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
数
に
よ

る
利
用
券（
最
大
５
０
０
０
円
分
）を
交
付

　
今
年
度
の
カ
ー
ド
も
同
時
交
付

■
元
気
度
ア
ッ
プ
カ
ー
ド（
参
加
型
）

【
対
象
】＝
65
歳
以
上

【
カ
ー
ド
発
行
申
請
に
必
要
な
も
の
】＝
本

人
の
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
を
除
く
）

＊�

代
理
申
請
の
場
合
は
、
代
理
人
の
印
鑑

が
必
要

■�

元
気
度
ア
ッ
プ
カ
ー
ド（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
型
）

【
対
象
】＝
40
歳
以
上

【
カ
ー
ド
発
行
申
請
に
必
要
な
も
の
】＝
本

人
の
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
を
除
く
）

＊
代
理
申
請
は
不
可

■
ポ
イ
ン
ト
転
換
申
請

【
必
要
な
も
の
】＝
印
鑑
、
カ
ー
ド

＊�

代
理
申
請
の
場
合
は
、
本
人
の
カ
ー
ド
、

代
理
人
の
印
鑑

＊�

ポ
イ
ン
ト
の
引
換
期
間
は
、
本
年
12
月

28
日
ま
で

は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施
術
料

助
成
事
業

▼�

年
間
８
０
０
円
の
受
診
券
20
枚
綴
り
を
最

大
２
冊（
３
万
２
０
０
０
円
）ま
で
交
付

【
対
象
】＝
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い

る
満
65
歳
以
上
の
方

【
必
要
な
も
の
】＝
本
人
の
身
分
証
明
書
、

印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
を
除
く
）

＊�

代
理
申
請
の
場
合
は
、
本
人
お
よ
び
代

理
人
の
身
分
証
明
書
、
印
鑑

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど

緊
急
通
報
体
制
整
備
事
業

　
緊
急
時
に
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
市
が
指

定
す
る
通
報
先
へ
通
報
す
る
装
置
を
貸
し

出
し
ま
す
。

高
齢
者
訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
食
生
活
の
改
善
と
安
否
確
認
を
行
い
ま

す
。
昼
・
夕
食
の
２
食
以
内
で
配
食
し
ま
す
。

＊
１
食
４
５
０
円
の
負
担
が
あ
り
ま
す
。

生
活
指
導
型
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
一
時
的
に
入

所
宿
泊
し
、
生
活
習
慣
の
指
導
・
体
調
調

整
を
行
い
、
要
介
護
状
態
へ
の
進
行
防
止

を
図
り
ま
す
。

＊�

１
日
３
８
１
円
の
自
己
負
担
金
と
食
事

代
な
ど
の
実
費
負
担
金
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

　
火
災
警
報
器
・
自
動
消
火
器
・
電
磁
調

理
器
の
購
入
費
助
成
お
よ
び
福
祉
電
話（
加

入
権
）を
貸
与
し
ま
す
。

＊
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

在
宅
の
障
害
者（
児
）

福
祉
タ
ク
シ
ー
等
料
金
助
成
事
業

▼�

年
間
５
０
０
円
券
×
20
枚（
１
万
円
分
）

【
利
用
で
き
る
交
通
機
関
】＝
市
と
契
約
し

て
い
る
タ
ク
シ
ー
会
社
、
福
祉
有
償
運
送

車
両
、
甑
島
定
期
航
路
船

【
対
象
】＝
次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
方

▼�

市
内
に
居
住
し
て
お
り
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
重
度
障
害
者（
普
通
自
動

車
運
転
免
許
所
持
者
を
含
む
）

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

②
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２
・
Ａ

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

▼�

市
内
に
居
住
し
て
い
る
障
害
児
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方（
同
一
世
帯
に
普
通
自
動
車
運
転

免
許
所
持
者
が
い
な
い
こ
と
）

＊�

申
請
に
は
、
障
害
者
手
帳
な
ど
と
印
鑑

が
必
要
で
す
。
社
会
福
祉
施
設
な
ど
の

入
所
者
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
先
】＝

▼�

高
齢
者
福
祉
の
制
度
‥
本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課

高
齢
者
福
祉
グ
ル
ー
プ�（
内
線
２
６
７
３
）

　
介
護
給
付
グ
ル
ー
プ（
内
線
２
６
７
５
）

▼�

障
害
者（
児
）の
制
度
‥
本
庁
障
害
・
社
会
福
祉
課

障
害
福
祉
グ
ル
ー
プ（
内
線
２
１
８
１
）
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障
害
者
差
別
解
消
法
と
は
　

　国
の
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体

（
県
・
市
町
村
）な
ど
や
民
間
事
業
者
に

お
い
て「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
」を

な
く
し
、
全
て
の
人
が
障
害
の
あ
る
な

し
に
関
わ
ら
ず
、
互
い
に
人
格
と
個
性

を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
共
生
で
き
る

社
会
を
つ
く
る
た
め
の
法
律
で
す
。

障
害
者
差
別
解
消
法
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
：
日
常
生
活
で
、
個
人
的
に
障
害
の

　
あ
る
方
と
接
す
る
よ
う
な
場
合
も
、

　
こ
の
法
律
の
対
象
に
な
る
の
で
す
か
。

　
ま
た
、
個
人
の
思
想
、
言
論
も
規
制

　
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
国
の
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体

　（
県
・
市
町
村
）な
ど
や
民
間
事
業
者

　
を
対
象
に
し
た
法
律
に
な
り
ま
す
。

　
　
一
般
の
方
が
、
個
人
的
な
関
係
で

　
障
害
の
あ
る
方
と
接
す
る
よ
う
な
場

　
合
や
、
個
人
の
思
想
・
言
論
な
ど
は

　
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
：
民
間
事
業
者
に
お
い
て
、
取
り
組

　
み
が
き
ち
ん
と
行
わ
れ
る
仕
組
み
は

　
整
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
仮
に
、
同
一
の
民
間
事
業
者
に
よ

　
っ
て
、
繰
り
返
し
障
害
を
理
由
と
す

　
る
差
別
が
行
わ
れ
、
自
主
的
な
改
善

　
が
期
待
で
き
な
い
場
合
な
ど
に
は
、

　
そ
の
民
間
事
業
者
に
対
し
、
事
業
を

　
担
当
す
る
大
臣
が
報
告
を
求
め
た
り
、

　
助
言
・
指
導
・
勧
告
を
行
う
こ
と
で
、

　
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

　
ま
す
。

４
月
か
ら
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

～
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
障
害
を
理
由
に
し
た
差
別
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
～
【
問
合
先
】＝
本
庁
障
害
・
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
グ
ル
ー
プ

　（
23
）５
１
１
１（
内
線
２
１
６
２
）

不当な差別的取扱い 障害者への合理的配慮

国の行政機関、地方公
共団体（県・市町村）
など

不当な差別的取扱いが
禁止されます。

法
的
義
務

障害者に対して合理的
配慮を行わなければな
りません。

民間事業者など
努
力
義
務

障害者に対して合理的
配慮を行うよう努めな
ければなりません。

◆「障害者差別解消法」で守らなければならないこと

＊「不当な差別的取扱い」および「合理的配慮」の詳細については、下表を
　参照ください。

　障害のあることを理由に、正当な理由もなくサービスなどの提供を拒否したり、制限したりするような
行為のことをいいます。

　障害のある方にとって支障となる部分（社会的障壁）を取り除くために、負担になり過ぎない範囲で
配慮が必要です。社会的障壁とは、①通行、利用しにくい施設・設備　②利用しにくい制度　③障害
のある方の存在を意識していない慣習や文化　④障害のある方への偏見　などをいいます。

●不当な差別的取扱い

●障害者への合理的配慮

例１）レストランなどの飲食店に入ろうとしたら、車いす
　　を利用していることを理由に入店を断られた。

例２）アパートやマンションを借りようとして、障害がある
　　ことを伝えるとそのことを理由に断られた。

例１）障害者用の駐車場に、障害のない方が利用しない
　　ように注意を促す。

例２）聴覚に障害がある人のために、筆談など音声以外　
　　の方法で伝える工夫をする。
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